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(57)【要約】
【課題】　揺動部品がなく、部品点数が最低限に抑えら
れた一方向回転クラッチ車、並びにこれを備えた自動巻
機構及び自動巻時計を提供すること
【解決手段】　自動巻時計１の自動巻機構２０の一方向
回転クラッチ車３０Ａは、被動車部３１Ａ及び該被動車
部３１Ａと同軸の一方向回転クラッチ車部３２Ａを有し
、該一方向回転クラッチ車部３２Ａが、被動車部３１Ａ
に固定されたディスク状本体部３３Ａと、該ディスク状
本体部３３のＡ外周面に周方向に間隔をおいて一体的に
形成された複数の板ばね状突起部３４Ａとを有する。複
数の板ばね状突起部３４Ａの各々は、ディスク状本体部
３３Ａの外周面の周方向に間隔をおいた部位に固定され
た基端３７Ａから先端３９Ａまで該部位の周方向の一方
の向きに突出延在している。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
被動車部及び該被動車部と同軸の一方向回転クラッチ車部を有し、該一方向回転クラッチ
車部が、前記被動車部に固定されたディスク状本体部と、該ディスク状本体部の外周面に
周方向に間隔をおいて一体的に形成された複数の板ばね状突起部とを有する一方向回転ク
ラッチ車であって、
　前記複数の板ばね状突起部の各々が、前記ディスク状本体部の外周面の周方向に間隔を
おいた部位に固定された基端から先端まで該部位の周方向の一方の向きに突出延在してい
る一方向回転クラッチ車。
【請求項２】
前記被動車部が歯車部からなる請求項１に記載の一方向回転クラッチ車。
【請求項３】
前記一方向回転クラッチ車部の前記ディスク状本体部が中央穴を備えると共に前記被動車
部が中央軸部を一体的に備え、該軸部が前記中央穴に嵌着されている請求項１又は２に記
載の一方向回転クラッチ車。
【請求項４】
前記被動車部が中央穴を備えると共に前記一方向回転クラッチ車部の前記ディスク状本体
部が中央軸部を一体的に備え、該軸部が前記中央穴に嵌着されている請求項１又は２に記
載の一方向回転クラッチ車。
【請求項５】
前記一方向クラッチ車部又は一方向回転クラッチ車の全体がＭＥＭＳにより一体的に成形
されている請求項１から４までのいずれか一つの項に記載の一方向回転クラッチ車。
【請求項６】
請求項１から５までのいずれか一つの項に記載の一方向回転クラッチ車を備えた自動巻機
構であって、
　両方向に回動可能で駆動車部を備える回転錘と、
　周方向の一方の向きに向いたつめを周方向に等間隔に備えるつめ車と、
　前記一方向回転クラッチ車であって、その被動車部が前記回転錘の前記駆動車部に噛合
され、その板ばね状突起部の先端が前記回転錘の一方の向きの回転に応じて前記つめ車を
前記一方の向きに回転させるべく該つめ車のつめに係合するものと、
　前記つめ車の前記一方の向きの回転に応じてぜんまいを巻き上げる向きに角穴車を回転
させる回転伝達輪列と
を有する自動巻機構。
【請求項７】
請求項１から５までのいずれか一つの項に記載の一方向回転クラッチ車を二つ備えた自動
巻機構であって、
　両方向に回動可能で駆動車部を備える回転錘と、
　周方向の一方の向きに向いたつめを周方向に等間隔に備えるつめ車と、
　前記二つの一方向回転クラッチ車のうちの第一の一方向回転クラッチ車であって、その
被動車部が前記回転錘の前記駆動車部に噛合され、その板ばね状突起部の先端が前記回転
錘の一方の向きの回転に応じて前記つめ車を前記一方の向きに回転させるべく該つめ車の
つめに係合するものと、
　前記回転錘の前記駆動車部に噛合した仲介車と、
　前記二つの一方向回転クラッチ車のうちの第二の一方向回転クラッチ車であって、その
被動車部が前記仲介車を介して前記回転錘の前記駆動車部に噛合され、その板ばね状突起
部の先端が前記回転錘の他方の向きの回転に応じて前記つめ車を前記一方の向きに回転さ
せるべく該つめ車のつめに係合するものと、
　前記つめ車の前記一方の向きの回転に応じてぜんまいを巻き上げる向きに角穴車を回転
させる回転伝達輪列と
を有する自動巻機構。



(3) JP 2008-111802 A 2008.5.15

10

20

30

40

50

【請求項８】
前記つめ車が歯車を同心に備え、
　前記回転伝達輪列が、前記つめ車の前記歯車に噛合した二番伝え歯車及びこれと同心の
二番伝えかなを一体的に備えた二番伝え車と、前記二番伝えかなに噛合した三番伝え歯車
及びこれと同心で前記角穴車に噛合した三番伝えかなを一体的に備えた三番伝え車とを有
する請求項６又は７に記載の自動巻機構。
【請求項９】
前記回転錘の駆動歯車部が、前記回転錘の回転中心の軸受の外輪に固定された回転錘かな
である請求項６から８までのいずれか一つの項に記載の自動巻機構。
【請求項１０】
請求項６から９までのいずれか一つの項に記載の自動巻機構を備えた自動巻時計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一方向の回転を伝達する一方向回転クラッチ車に係り、より詳しくは、時計
の自動巻機構に用いられるに適した一方向回転クラッチ車並びにこれを備えた自動巻機構
及び自動巻時計に係る。
【背景技術】
【０００２】
　自動巻機構においては、回転錘の回転ないし回動方向にかかわらずぜんまいを巻き上げ
るべく、回転錘の回転を一方向回転伝達機構により角穴車に伝達する。
【０００３】
　この一方向回転伝達機構として、フォーク状ないしピンセット状形状のつめレバ－を用
いるものは、古くから知られている（例えば、特許文献１）。
【０００４】
　しかしながら、このつめレバーを用いるタイプの自動巻機構では、つめレバ－の回動中
心に対して偏心した状態で一番伝え車（一番巻上げ車）を配置する必要があることから、
例えば、巻上性能が姿勢（つめレバ－の延在方向に対する向き）に依存し巻上げがユーザ
の生活環境に左右される虞れがあるだけでなく、機構が厚くなるのを避け難い。
【０００５】
　一方、回転錘の回転方向（回動方向）の変化に応じて回転軸が揺動可能な歯車を介して
、一方向回転伝達を行わせるタイプの自動巻機構も古くから知られている（例えば、非特
許文献１）。
【０００６】
　非特許文献１においてｆｉｇ．８－３２及びｆｉｇ．８－３３として紹介されているこ
の種の自動巻機構を、図７の（ａ）及び（ｂ）に示す。
【０００７】
　この自動巻機構１０１は、第一及び第二中間車１１３，１１４を相互に噛合状態で支持
したまま揺動可能な揺動盤（レバー）１１５を含む。図７の（ａ）に示したように、回転
錘１１１が時計回りＵ１に回転すると、回転錘かな１１２もＵ１方向に回転して、これに
噛合した第一中間車１１３を反時計回りＵ２に回転させると共に揺動盤１１５を反時計方
向Ｖ２に揺動（回動）させる。
【０００８】
　従って、第一中間車１１３が歯車１１６に噛合して、該歯車１１６を時計回りＵ１に回
転させ、更に歯車１１７を介して、角穴車（図示せず）を回転させる。なお、巻上げこは
ぜ１１８がばね１１９で負荷されて歯車１１６の回転を規正している。図７の（ｂ）に示
したように、回転錘１１１が反時計回りＵ２に回転すると、回転錘かな１１２もＵ２方向
に回転して、これに噛合した第一中間車１１３を時計回りＵ１に回転させると共に揺動盤
１１５を時計方向Ｖ１に揺動（回動）させる。従って、第一中間車１１３により反時計回
りＵ２に回転される第二中間車１１４が歯車１１６に噛合して、該歯車１１６を時計回り
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Ｕ１に回転させ、更に歯車１１７を介して、角穴車（図示せず）を回転させる。
【０００９】
　以上のような自動巻機構１０１では、回転錘１１１の回動（回転）方向に係らず歯車１
１６を一方向に回転させるために、中間車１１３，１１４の揺動機構が不可欠であり、揺
動分だけ回転伝達にロスがあり、回転錘１１１の回動が小さい場合、歯車１１６に回転が
伝達され難い虞れがある。また、可動部品（揺動機構）を要することから部品点数が多く
なるのを避け難い。
【００１０】
　切換つめにより一方向に回転され且つ歯車としても働く一種のラチェット歯を備えたラ
チェット（歯）車を用いた自動巻機構も知られている。非特許文献１においてｆｉｇ．８
－３４及びｆｉｇ．８－３５として紹介されているこの種の自動巻機構を、図７の（ｃ）
及び（ｄ）に示す。
【００１１】
　　この自動巻機構１０２では、図７の（ｃ）に示したように、回転錘１１１が時計回り
Ｕ１に回転すると、回転錘かな１１２もＵ１方向に回転して、これに噛合した第一結合車
１２３を反時計回りＵ２に回転させる。第一結合車１２３に取付けられた切換つめ１２５
のＵ２方向回転に伴い車１２３と同心のラチェット車１２４もＵ２方向に回転され、該車
１２４に噛合した歯車１１６をＵ１方向に回転させ、更に歯車１１７を介して、角穴車（
図示せず）を回転させる。なお、第一結合車１２３の回転に伴いこれに噛合した第二結合
車１２６がＵ１方向に回転し、切換つめ１２８もＵ１方向に回転する。ラチェット車１２
７のラチェット歯が逆向きであるので、ラチェット車１２７は、切換つめ１２８によって
は回転されず、歯車１１６のＵ１方向回転に応じてＵ２方向に回転される。一方、図７の
（ｄ）に示したように、回転錘１１１が反時計回りＵ２に回転すると、回転錘かな１１２
もＵ２方向に回転して、これに噛合した第一結合車１２３を時計回りＵ１に回転させる。
第一結合車１２３の回転に伴いこれに噛合した第二結合車１２６がＵ２方向に回転し、該
第二結合車１２６の切換つめ１２８のＵ２方向回転に伴いラチェット車１２７もＵ２方向
に回転され、該車１２７に噛合した歯車１１６をＵ１方向に回転させ、更に歯車１１７を
介して、角穴車（図示せず）を回転させる。第一結合車１２３のＵ１方向回転の際はラチ
ェット車１２４のラチェット歯が逆向きであるので、ラチェット歯１２４は、切換つめ１
２５によっては回転されず、歯車１１６のＵ１方向回転に応じてＵ２方向に回転される。
【００１２】
　以上のような自動巻機構１０２では、切換つめ１２５，１２８のつめ部の形状等に１０
～２０μｍ程度の高い寸法精度が要求されるだけでなく、切換つめ及びラチェット車を要
することから部品点数が多くなることもあって、コストが高くなるのを避け難い。
【特許文献１】特開平１１－１８３６４５号公報
【非特許文献１】バレー・ド・ジュー技術大学（The Technical College of the Vallee 
de Joux）編「時計理論（The Theory of Horology）」スイス技術大学協会（The Swiss F
ederation of Technical College）発行、１９９９年４月、ｐ１７８－１８０
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、前記諸点に鑑みなされたものであり、その目的とするところは、揺動部品が
なく、部品点数が最低限に抑えられた一方向回転クラッチ車、並びにこれを備えた自動巻
機構及び自動巻時計を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の一方向回転クラッチ車は、前記目的を達成すべく、被動車部及び該被動車部と
同軸の一方向回転クラッチ車部を有し、該一方向回転クラッチ車部が、前記被動車部に固
定されたディスク状本体部と、該ディスク状本体部の外周面に周方向に間隔をおいて一体
的に形成された複数の板ばね状突起部とを有する一方向回転クラッチ車であって、前記複



(5) JP 2008-111802 A 2008.5.15

10

20

30

40

50

数の板ばね状突起部の各々が、前記ディスク状本体部の外周面の周方向に間隔をおいた部
位に固定された基端から先端まで該部位の周方向の一方の向きに突出延在している。
【００１５】
　本発明の一方向回転クラッチ車では、「ディスク状本体部の外周面に周方向に間隔をお
いた部位に固定された基端から先端まで該部位の周方向の一方の向きに突出延在した複数
の板ばね状突起部」が設けられているので、各板ばね状突起部の基端から先端に向かう向
き（以下では「特定の向き」ともいう）に該一方向回転クラッチ車が回転されると、板ば
ね状突起部の先端がつめ車（例えば、ラチェット車）の係合つめ部（例えば、ラチェット
歯）に係合されて該つめ車を回転させる。また、各板ばね状突起部の先端から基端に向か
う向き（以下では、「反対向き」ともいう）に該一方向回転クラッチ車が回転されると、
板ばね状突起部がつめ車の係合つめ部の外表面によって弾性的に撓められて板ばね状突起
部の先端がつめ車の係合つめ部から逃げる（離れる）ので、該係合つめ部に係合しないか
ら、つめ車に対して自由回転する。すなわち、本発明の一方向回転クラッチ車は、該一方
向回転クラッチ車が特定の向きに回転された場合にのみ、複数の板ばね状突起部によって
、つめ車の係合つめ部に係合して該つめ車を一方向に回転させ得る。
【００１６】
　なお、つめ車は、一方向回転駆動される車であれば、ラチェット車と呼ばれ難いような
他の種類のつめ車であってもよい。
【００１７】
　また、本発明の一方向回転クラッチ車では、「一方向回転クラッチ車部と被動車部とが
同軸で」且つ「一方向回転クラッチ車部のディスク状本体部が被動車部に固定され」てい
るので、被動車部に加えられる回転に応じて、一方向回転クラッチ車部が回転され、つめ
車を上記のように一方向に回転させ得る。
【００１８】
　本発明の一方向回転クラッチ車では、その一方向回転伝達機能を、「ディスク状本体部
の外周面に周方向に間隔をおいて一体的に形成された複数の板ばね状突起部」によって達
成し得るように構成されているので、複数の部品を相対的に可動に組立てる必要がないか
ら、構造が単純化（簡単化）され得、耐久性や信頼性が高められ得るだけでなく、平面サ
イズ及び厚さの両方を最低限に抑え得る。また、本発明の一方向回転クラッチ車では、そ
の一方向回転伝達機能を実現するために偏心車やつめレバー等を要しないので、その姿勢
（鉛直方向に対する向き）に係らず実際上同様に動作し得る。
【００１９】
　ここで、ディスク状本体部は、典型的には、円板状ないし正多角形の平板状であるけれ
ども、複数の板ばね状突起部が、回転対称な状態を採り得る限り、他の形状でもよい。
【００２０】
　複数の板ばね状突起部は、典型的には、周方向に等間隔に配置される。但し、所望なら
ば、複数の板ばね状突起部の一部又は全部が周方向に異なる間隔で形成されていてもよい
。複数の板ばね状突起部は、典型的には相互に同一の形状を有する。但し、所望ならば、
一部又は全部が異なる形状を有していてもよい。
【００２１】
　各板ばね状突起部は、典型的には、ディスク状本体部と一体的な基端部から該一体化部
位における接線方向に延びる。但し、周方向の一方の向きに延びる限り、且つ好ましくは
先端側ほど径方向外側に位置するように延びる限り、径方向外向きまたは内向きに多少偏
った向きに延びていてもよい。各板ばね状突起部は、典型的には、径方向外向きに凸状に
湾曲した弧状（典型的には円弧状、但し円弧からズレていてもよい）形状を有する。但し
、特定の向きの回転の際に先端がつめ車の係合つめ部に係合して該つめ車に対して十分な
回転力を与え得、且つ反対向きの回転の際に係合つめ部の外表面によって撓められて先端
が係合つめ部から逃げ得る限り、所望ならば、直線状であったり、径方向外向きに凹状に
僅かに湾曲していてもよい。板ばね状突起部は、典型的には、その長手方向の全体にわた
り厚さや幅が一定の短冊状である。但し、特定の向きの回転の際につめ車の係合つめ部に
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係合して該つめ車に対して十分な回転力を与え得且つ反対向きの回転の際につめ車の係合
つめ部の外表面によって先端が係合つめ部から離れる（逃げる）向きに撓められ得る限り
、先端ほど薄かったり細かったりしても、中間部に薄い部分や細い部分があってもよい。
更に、板ばね状突起部は、その基端に曲げ応力が集中するのを避けるべく、典型的には、
基端の内表面が滑らかに湾曲した接続面に沿ってディスク状本体部の対応する部位に一体
的に接続される。
【００２２】
　なお、自動巻時計の自動巻機構のように関連する車の径が数ｍｍ程度又はそれ以下であ
り車の厚さが０．１ｍｍのオーダーである場合、揺動レバーや揺動する切換つめの回動支
持機構はより小さくなり、一方では、確実な動作を確保するためには寸法精度の要求を無
視し難く、他方では、確実な動作を行わせるための力ないしエネルギのロスを無視し難く
なる。ところが、車の径が数ｍｍ程度又はそれ以下であり車の厚さが０．１ｍｍのオーダ
ーまで小さくなると、板ばねが一応の強度のある切換つめとして機能し得るだけでなく該
板ばねの形状弾性による撓みがそのまま揺動レバーや揺動切換つめ等の揺動動作を代替す
ることが期待される。従って、この一方向回転クラッチ車は、このような小さいサイズに
おいて、特に、効果的に機能し得る。
【００２３】
　本発明の一方向回転クラッチ車では、典型的には、前記被動車部が歯車部からなる。
【００２４】
　この場合、一方向回転クラッチ車の姿勢にかかわらず、該一方向回転クラッチ車に対し
て回転力が確実に且つ連続的に与えられ得る。なお、場合によっては、被動車部が歯車部
のかわりに両方向に回転伝達可能なつめ車やベルト車のような他の種類の車であってもよ
い。
【００２５】
　本発明の一方向回転クラッチ車では、典型的には、前記一方向回転クラッチ車部の前記
ディスク状本体部が中央穴を備えると共に前記被動車部が中央軸部を一体的に備え、該軸
部が前記中央穴に嵌着されている。
【００２６】
　この場合、一方向回転クラッチ車部が数ｍｍ程度（例えば２～３ｍｍ程度）又はそれ以
下の外径のような小さいものであっても、その作製が比較的容易に行われ易い。
【００２７】
　但し、本発明の一方向回転クラッチ車では、例えば、前記被動車部が中央穴を備えると
共に前記一方向回転クラッチ車部の前記ディスク状本体部が中央軸部を一体的に備え、該
軸部が前記中央穴に嵌着されていてもよい。その場合でも、一方向回転クラッチ車の全体
が一体物からなる場合と比較して、その作製は容易である。
【００２８】
　勿論、所望ならば、一方向回転クラッチ車の全体、即ち被動車部及び一方向回転クラッ
チ車部の全体が、一体的に製造されていてもよい。
【００２９】
　以上において、本発明の一方向回転クラッチ車では、典型的には、前記一方向クラッチ
車部又は一方向回転クラッチ車の全体がＭＥＭＳ（Micro Electro Mechanical Systems）
により一体的に成形されている。
【００３０】
　この場合、一方向回転クラッチ車部が数ｍｍ程度（例えば２～３ｍｍ程度）又はそれ以
下の外径のような小さいものであっても、高い寸法精度で較的容易に作製され得る。ここ
で、前述のように、一方向クラッチ車部と被動車部とを別体で形成しておいて後で嵌着す
る場合、その作製はより容易に且つより高い寸法精度で作製され易い。特に、一方向クラ
ッチ車部に中央穴を設ける場合、該一方向クラッチ車部が、その厚さ方向に同一の形状を
有することになるので、その寸法が数ｍｍ程度又はそれ以下であっても、高精度の作製が
より容易になる。なお、一方向回転クラッチ車又はその一部（一方向回転クラッチ車部）
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の作製は、ＭＥＭＳの代わりに、例えば、電鋳により母型から金型を作ることにより行っ
ても、ワイヤ加工等によって行ってもよい。
【００３１】
　本発明の自動巻機構は、前記目的を達成すべく、前述のような一方向回転クラッチ車を
備えた自動巻機構であって、両方向に回動可能で駆動車部を備える回転錘と、周方向の一
方の向きに向いたつめを周方向に等間隔に備えるつめ車と、前記一方向回転クラッチ車で
あって、その被動車部が前記回転錘の前記駆動車部に噛合され、その板ばね状突起部の先
端が前記回転錘の一方の向きの回転に応じて前記つめ車を前記一方の向きに回転させるべ
く該つめ車のつめに係合するものと、前記つめ車の前記一方の向きの回転に応じてぜんま
いを巻き上げる向きに角穴車を回転させる回転伝達輪列とを有する。
【００３２】
　この自動巻機構では、回転錘が一方向に回動された際、該回転錘の回動が前記一方向回
転クラッチ車を介してつめ車に伝達され、該つめ車の回転が回転伝達輪列を介して角穴車
に伝達されてぜんまいが巻上げられる。この自動巻機構では、一方向回転伝達機能を実現
するために揺動レバーや揺動つめ等を要しないので、構造が単純化（簡単化）され得、耐
久性や信頼性が高められ得るだけでなく、平面サイズ及び厚さの両方を最低限に抑え得る
。また、この自動巻機構では、その一方向回転伝達機能を実現するために偏心車やつめレ
バー等を要しないので、その姿勢（鉛直方向に対する向き）に係らず実際上同様に動作し
得る。また、この自動巻機構では、部品点数が最低限に抑えられ得るから、関連コストも
最低限に低減され得る。
【００３３】
　本発明の自動巻機構は、典型的には、回転錘の両方向の回転に対してぜんまいを巻上げ
得るように、更に第二の一方向回転クラッチ車を有する（両巻上げ方式である）けれども
、所望ならば、一方向回転クラッチ車が一つだけであってもよい。その場合でも、本発明
の自動巻機構では、回転錘の両方向の回転のうち前記一方向の回転に応じてぜんまいを巻
き上げ得る（片巻上げ方式になる）。
【００３４】
　本発明の自動巻機構は、回転錘の両方向の回転に対してぜんまいを巻上げ得るように、
典型的には、前記回転錘の駆動歯車部に噛合した仲介車と、前述のような第二の一方向回
転クラッチ車であって、その歯車部が前記仲介車を介して回転錘の駆動歯車部に噛合され
、その板ばね状突起部の先端が前記回転錘の他方の向きの回転に応じて前記つめ車を前記
一方の向きに回転させるべく該つめ車のつめに係合するものとを更に有する。
【００３５】
　この場合、回転錘の逆方向の回転に応じて、第二の一方向回転クラッチ車が仲介車を介
して前記特定の向きに回転されることによりつめ車を前記一方向に回転させ、回転伝達輪
列を介してぜんまいを巻上げる。この自動巻機構も、前述の自動巻機構と同様な利点を有
する。
【００３６】
　即ち、本発明の自動巻機構は、前記目的を達成すべく、典型的には、前述のような一方
向回転クラッチ車を二つ備えた自動巻機構であって、両方向に回動可能で駆動車部を備え
る回転錘と、周方向の一方の向きに向いたつめを周方向に等間隔に備えるつめ車と、前記
二つの一方向回転クラッチ車のうちの第一の一方向回転クラッチ車であって、その被動車
部が前記回転錘の前記駆動車部に噛合され、その板ばね状突起部の先端が前記回転錘の一
方の向きの回転に応じて前記つめ車を前記一方の向きに回転させるべく該つめ車のつめに
係合するものと、前記回転錘の前記駆動車部に噛合した仲介車と、前記二つの一方向回転
クラッチ車のうちの第二の一方向回転クラッチ車であって、その被動車部が前記仲介車を
介して前記回転錘の前記駆動車部に噛合され、その板ばね状突起部の先端が前記回転錘の
他方の向きの回転に応じて前記つめ車を前記一方の向きに回転させるべく該つめ車のつめ
に係合するものと、前記つめ車の前記一方の向きの回転に応じてぜんまいを巻き上げる向
きに角穴車を回転させる回転伝達輪列とを有する。
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【００３７】
　この自動巻機構では、回転錘の回転方向によらず、第一の一方向回転クラッチ車からつ
め車に、又は第二の一方向回転クラッチ車から仲介車を介してつめ車に回転が伝達され得
るので、ぜんまいを効率的に巻上げ得る。すなわち、この自動巻機構では、回転錘の両方
向の回転に応じて、第一の一方向回転クラッチ車によりつめ車を前記一方の向きに回転さ
せるか、仲介車及び第二の一方向回転クラッチ車によりつめ車を前記一方の向きに回転さ
せることによって、回転伝達輪列を介して、ぜんまいを巻き上げ得る。
【００３８】
　この自動巻機構では、また、前述の自動巻機構と同様に、一方向回転伝達機能を実現す
るために揺動レバーや揺動つめ等を要しないので、構造が単純化（簡単化）され得、耐久
性や信頼性が高められ得るだけでなく、平面サイズ及び厚さの両方を最低限に抑え得る。
また、この自動巻機構では、その一方向回転伝達機能を実現するために偏心車やつめレバ
ー等を要しないので、その姿勢（鉛直方向に対する向き）に係らず実際上同様に動作し得
る。
【００３９】
　本発明の自動巻機構では、典型的には、前記つめ車が歯車を同心に備え、回転伝達輪列
が、前記つめ車の前記歯車に噛合した二番伝え歯車及びこれと同心の二番伝えかなを一体
的に備えた二番伝え車と、前記二番伝えかなに噛合した三番伝え歯車及びこれと同心で角
穴車に噛合した三番伝えかなを一体的に備えた三番伝え車とを有する。
【００４０】
　回転伝達輪列は、典型的には、偶数個（ゼロを含む）の輪列からなるけれども、所望な
らば、奇数個であってもよい。
【００４１】
　本発明の自動巻機構では、典型的には、回転錘の駆動歯車部が、回転錘の回転中心の軸
受の外輪に固定された回転錘かなである。
【００４２】
　本発明の自動巻時計は、前記目的を達成すべく、前述のような自動巻機構を備える。こ
の自動巻時計では、耐久性や信頼性が高められ易く、厚さが最低限に抑えられ得るだけで
なく、ケース内部に他の機構のためのスペースが確保し易い。また、この自動巻時計では
、姿勢による影響を受け難いので、多様な利用の仕方をする広範囲のユーザに対して自動
巻性能を確実に享受させ得る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４３】
　次に、本発明の好ましい一実施の形態を添付図面に示した好ましい実施例に基づいて説
明する。
【実施例】
【００４４】
　図１から図３には、本発明の好ましい一実施例の一方向クラッチ車を備えた自動巻機構
２０を有する自動巻時計１が示されている。
【００４５】
　自動巻時計１は、時計ケース（図示せず）内の静置支持体として、地板２に加えて該地
板２に直接的又は間接的に支持された二番受３、香箱受４及び三番受５を有する。地板２
と香箱受４とに支持された香箱１０は、香箱歯車１１を外周に備え内部にぜんまい１２が
収容された香箱車１３、ぜんまい１２の内側端が取付けられ地板２と香箱受４とに回転可
能に支持された香箱真１５、及び該香箱真１５の逆転を防ぐこはぜ１７を有する。角穴車
１６が香箱真１５に取付けられている。
【００４６】
　自動巻時計１の自動巻機構２０は、玉軸受２１を介して中心軸線Ｃ１のまわりで回転自
在に三番受５に支持された回転錘２２を有する。軸受２１は、内輪２１Ａが三番受５に固
定され外輪２１Ｂが回転錘２２に固定されている。回転錘２２は、回転重錘２３及び回転
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錐体２４に加えて外輪２１Ｂに固定された回転錘かな２５を有する。軸受２１の全体又は
その外輪２１Ｂを回転錘２２の一部とみなしてもよい。
【００４７】
　自動巻機構２０は、回転錘かな２５に加えて、三番受５に回転自在に支持された一方向
クラッチ車の形態の第一切換伝え車３０Ａ、一番仲介車２６、一方向クラッチ車の形態の
第二切換伝え車３０Ｂ及び一番伝え車４０、並びに自動巻輪列受２７と香箱受４との間で
回転自在に支持された二番伝え車５０及び三番伝え車６０を有し、三番伝え車６０が角穴
車１６に噛合されている。
【００４８】
　被動つめ車としての一番伝え車４０は、ラチェット車部４２と、小径歯車ないしかな部
（一番伝えかな部）４３とを中心軸線Ｇのまわりで同軸に且つ一体的に有する。ラチェッ
ト車部４２は、ラチェット歯４１を備え、Ｆ２方向に回転駆動されるようにラチェット歯
４１が回転力を受けた場合、該回転駆動力に応じてＦ２方向に回転される。
【００４９】
　二番伝え車５０及び三番伝え車６０は、夫々、大径歯車部（二番伝え歯車部）５１及び
大径歯車部（三番伝え歯車部）６１と、小径歯車部（二番伝えかな部）５２及び小径歯車
部（三番伝えかな部）６２とを備える。
【００５０】
　第一切換伝え車３０Ａ及び第二切換伝え車３０Ｂは、同一の構造及び形状を有する。従
って、両者を区別しないとき又は総称するときは、添字Ａ，Ｂを付さないで符号３０で表
す。両切換伝え車３０Ａ，３０Ｂを構成する各要素についても同様とする。
【００５１】
　切換伝え車３０は、図４の（ａ）や図５の（ａ）及び（ｂ）に拡大して示したように、
歯車部３１と、クラッチ車本体部３２とを有する。ここで、クラッチ車本体部３２は、デ
ィスク状本体部３３と、複数の板ばね状突起部ないし弾性切換つめ３４とを有する。歯車
部３１及びクラッチ車本体部３２は、一体的に構成され、共通の回転中心軸線Ｄを有する
。クラッチ車本体部３２のディスク状本体部３３は、歯車部３１の円板状本体部３５から
軸線方向に突出している。この例では、歯車部３１の円板状本体部３５の方がディスク状
本体部３３よりも大径である。従って、仮に板ばね状突起部３４の一部が横に（軸線Ｄの
延在方向に）ずれるようなねじれが仮に生じても、そのねじれは、円板状本体部３５によ
り規制され得る。但し、逆にディスク状本体部３３が円板状本体部３５よりも大径であっ
ても両者の径が同一であってもよい。ディスク状本体部３３は、この例では、多数の同一
形状の辺３６を有する正多角形の板状であるけれども、中心軸線Ｄのまわりで回転対称に
板ばね状突起部３４を備える限り、円板状その他の形状であってもディスク状本体部３３
自体は厳密には回転対称な形状でなくてもよい。
【００５２】
　板ばね状突起部３４は、その基端３７において、ディスク状本体部３３の外周面を構成
する各辺３６のうち一方の端部３８に周方向に間隔をおいて一体的に形成されている。板
ばね状突起部３４は、また、基端３７から対応する辺３６の接線方向Ｅに突出し円弧状に
延在してその延在端ないし先端３９が自由端になっている。
【００５３】
　複数の板ばね状突起部ないし弾性切換つめ３４は、典型的には、周方向に等間隔に配置
される。但し、所望ならば、複数の板ばね状突起部３４の一部又は全部が周方向に異なる
間隔で形成されていてもよい。複数の板ばね状突起部３４は、典型的には相互に同一の形
状を有する。但し、所望ならば、一部又は全部が異なる形状を有していてもよい。
【００５４】
　各板ばね状突起部ないし弾性切換つめ３４は、上述のように、典型的にはディスク状本
体部３３と一体的な基端部３７から該一体化部位３８における接線方向に延びるけれども
、周方向の一方の向きに延びる限り、該接線方向に対して径方向外向きまたは内向きに多
少偏った向きに延びていてもよい。各板ばね状突起部３４は、典型的には、径方向外向き
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に凸状に湾曲した弧状（典型的には円弧状、但し円弧からズレていてもよい）形状を有す
る。これにより、板ばね状突起部３４の先端３９がつめ車としてのラチェット車部４２の
係合つめ部としてのラチェット歯４１に係合してこれを押す際に板ばね状突起部３４が弾
性的に撓むとその湾曲外周面が一つ後のラチェット歯４１の外周面に押付けられて支えら
れ得るから、板ばね状突起部３４の基端３７の近傍部分が十分な強度及び剛性を有する限
り、ラチェット車部４２を確実に回転させ得る。但し、ラチェット車部４２のラチェット
歯部４１に係合して該ラチェット車部４２に対して十分な回転力を与え得る限り、所望な
らば、直線状であったり、径方向外向きに凹状に僅かに湾曲していてもよい。板ばね状突
起部３４は、典型的には、その長手方向の全体にわたり厚さや幅が一定の短冊状である。
但し、前記特定の向きの回転の際にラチェット車部４２のラチェット歯部４１に係合して
該ラチェット車部４２に対して十分な回転力を与え得且つ前記反対向きの回転の際にラチ
ェット車部４２のラチェット歯部４１の外表面によって先端３９がラチェット歯部４１か
ら離れる（逃げる）向きに板ばね状突起部３４が撓められ得る限り、先端３９側ほど薄か
ったり細かったりしても、中間部に薄い部分又は厚い部分や細い部分又は幅広の部分があ
ってもよい。更に、板ばね状突起部３４は、その基端に曲げ応力が集中するのを避けるべ
く、典型的には、基端３７の内外表面（特に内表面）が滑らかに湾曲した接続面に沿って
ディスク状本体部３３の対応する表面部分に一体的に接続される。
【００５５】
　切換伝え車３０が、図５の（ａ）に示したように、特定方向すなわちＦ１方向（各板ば
ね状突起部３４の基端３７から先端３９に向かう向き）に回転されると、先端３９がつめ
車としての一番伝え車４０のラチェット車部４２の係合つめ部としてのラチェット歯４１
に係合されてラチェット車部４２ないし一番伝え車４０をＦ１方向に回転させる。一方、
切換伝え車３０が、図５の（ｂ）に示したように、反対方向すなわちＦ２方向（各板ばね
状突起部ないし弾性切換つめ３４の先端３９から基端３７に向かう向き）に回転されると
、板ばね状突起部３４はがラチェット車部４２のラチェット歯４１の外表面によって弾性
的に撓められて、切換伝え車３０は、ラチェット車４２ないし一番伝え車４０を回転させ
ることなく、ラチェット車部４２に対してＦ２方向に自由回転する。
【００５６】
　以上のような構成を有する切換伝え車３０は、典型的には、ＭＥＭＳにより、製造され
る。切換伝え車３０の全体が一体的に成形されてもよいけれども、典型的には、二つの部
分に分けて製造され、一体的に組み合わされる。
【００５７】
　すなわち、切換伝え車３０では、典型的には、図４の（ａ）に示したように、歯車部３
１の本体部３５が中央部に一体的に中央軸部としての円筒状突起部７１を備え、クラッチ
車本体部３２のディスク状本体部３３が中央部に中央穴としての円筒状穴７２を備える。
この場合、円筒状突起部７１を円筒状穴７２に嵌着することにより、クラッチ車本体部３
２のディスク状本体部３３が歯車部３１の円板状本体部３５に一体的に組立てられる。
【００５８】
　切換伝え車３０がこのような構造を有すると、多数の板ばね状突起部ないし弾性切換つ
め３４を備えるが故に形状が比較的複雑なクラッチ車本体部３２が、その径が数ｍｍ程度
と小さくても、容易且つ確実に高い寸法精度で製造され易い。
【００５９】
　なお、その代わりに、例えば、図４の（ｂ）に示したように、クラッチ車本体部３２の
ディスク状本体部３３が中央部に一体的に中央軸部としての円筒状突起部７３を備え、歯
車部３１の本体部３５が中央部に中央穴部としての円筒状穴７４を備えていてもよい。こ
の場合、円筒状突起部７３を円筒状穴７４に嵌着することにより、クラッチ車本体部３２
のディスク状本体部３３が歯車部３１の本体部３４に一体的に組立てられる。この場合に
も、クラッチ車本体部３２が容易且つ確実に高い寸法精度で製造され易い。
【００６０】
　自動巻時計１は、時針９１、分針９２及び秒針９３が取付けられた筒車９４、分車９５
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及び四番車９６を備える。筒車９４、分車９５及び四番車９６は、時計輪列（詳細には図
示せず）９７を介して、香箱車１３の香箱歯車１１に噛合され、ぜんまい１２のほどけに
応じて、中心軸線Ｃのまわりで回転され、文字板９８の前面にある時針９１、分針９２及
び秒針９３により時刻を表示する。
【００６１】
　以上の如く構成された自動巻時計１の自動巻機構２０の動作について、次に、図１から
図３に加えて図６に基づいて説明する。
【００６２】
　最初に、回転中心軸線ＣのまわりでＣ１，Ｃ２方向に回転ないし回動可能な回転錘２２
が図１において左回りすなわち反時計回り（Ｃ１方向）に回転される場合について説明す
る。
【００６３】
　回転錘２２がＣ１方向に回転されると、回転錘２２の回転錘かな２５に歯車部３１Ａで
噛合した切換伝え車３０Ａが図１において右回りすなわち時計回り（Ｆ１方向）に回転さ
れる。従って、当初は例えば図６の（ａ）に示したように一番伝え車４０のラチェット車
４１のラチェット歯４２と非係合状態にある切換伝え車３０ＡはＦ１方向に自由回転する
。
【００６４】
　少し経つと、切換伝え車３０ＡのＦ１方向回転に伴い、上流側の隣接位置にある板ばね
状突起部ないし弾性切換つめ３４Ａ１が、噛み合い送り状態を表す図６の（ｂ）に示した
ように、先端部３７Ａでラチェット車部４１のうち隣接するラチェット歯４２－１の背後
の凹部ないし溝に嵌り該ラチェット歯４２－１に引掛り（係合ないし噛合し）、該切換伝
え車３０ＡのＦ１方向回転に従ってラチェット歯４２－１をＦ２方向に送り、一番伝え車
４０をＦ２方向に回転させる。ここで、板ばね状突起部３４Ａ１はラチェット歯４２－１
を押す際に多少撓むけれども、元々外に凸に湾曲しているのでこの撓みの際に突出湾曲部
が次のラチェット歯４２－２の外に凸に湾曲した外周面に接触して該外周面で支えられ得
る（図６の（ｃ）の状態も参照）。従って、板ばね状突起部ないし弾性切換つめ３４は比
較的撓み易い寸法形状でよい。なお、図６の（ａ）の切換伝え車３０Ａが自由回転する間
に回転錘かな２５が回転する角度は、図７の（ａ）や（ｂ）においてレバー１１５が揺動
する間に回転錘かな２５が回転する角度と比較して十分に小さくし得、実際上無視し得る
。
【００６５】
　切換伝え車３０Ａのクラッチ車本体部３２Ａ及び一番伝え車４０のラチェット車部４１
のＦ１，Ｆ２方向回転により、切換伝え車３０Ａのクラッチ車本体部３２Ａ及び一番伝え
車４０のラチェット車部４１が図６の（ｃ）に示す交代位置まで達すると、クラッチ車本
体部３２Ａの板ばね状突起部３４Ａ１によるラチェット車部４１のラチェット歯４２－１
に対する回転駆動は完了する。一方、クラッチ車３２Ａの板ばね状突起部３４Ａのうち板
ばね状突起部３４Ａ１よりも一つだけ上流側に位置する板ばね状突起部３４Ａ２が、ラチ
ェット車部４１のラチェット歯４２のうちラチェット歯４２－１よりも一つだけ上流側に
位置するラチェット歯４２－２に係合可能になるように更に次のラチェット歯４２－３の
外表面に沿って撓み始める。
【００６６】
　従って、切換伝え車３０Ａのクラッチ車本体部３２Ａが更にＦ１方向に回転されると、
図６の（ｄ）に示したように、クラッチ車本体部３２Ａの板ばね状突起部３４Ａ１がラチ
ェット車部４１のラチェット歯４２－１から離れ両者の係合が解除されると共に、クラッ
チ車３２Ａの板ばね状突起部３４Ａのうち板ばね状突起部３４Ａ１よりも一つだけ上流側
に位置する板ばね状突起部３４Ａ２が、ラチェット車部４１のラチェット歯４２のうちラ
チェット歯４２－１よりも一つだけ上流側に位置するラチェット歯４２－２に係合し始め
る。
【００６７】
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　両者の係合が達成されると、図６の（ｂ）と同様な状態になり、図６の（ｂ）～（ｄ）
のプロセスが繰返される。従って、回転錘かな２５のＣ１方向回転に伴う切換伝え車３０
ＡのＦ１方向連続回転に応じて、一番伝え車４０がＦ２方向に間欠的に回転される。
【００６８】
　なお、回転錘２２ないし回転錘かな２５のＣ１方向回転に応じて、これに噛合した一番
仲介車２６がＦ１方向に回転し、該車２６に歯車部３１Ｂで噛合した切換伝え車３０Ｂが
Ｆ２方向に回転する。切換伝え車３０ＢがＦ２方向に回転する際、そのクラッチ車本体部
３２ＢもＦ２方向に回転する。図５の（ｂ）に関して説明した通り、クラッチ車本体部３
２ＢのＦ２方向回転に伴う板ばね状突起部３４ＢのＦ２方向回転の際は、板ばね状突起部
３４Ｂがラチェット歯４２の外表面により撓められて、その先端部３７Ｂがラチェット歯
４２から逃げ、該ラチェット歯４２に係合しないので、一番伝え車４０のラチェット車部
４１は回転されない。すなわち、一番仲介車２６がＦ１方向に回転する際は、切換伝え車
３０Ｂが実際上無負荷状態でＦ２方向に自由回転する。
【００６９】
　一番伝え車４０がＦ２方向に回転すると、その一番伝えかな４３に噛合した二番伝え歯
車５１がＦ１方向に回転し、二番伝えかな５２に噛合した三番伝え歯車６１がＦ２方向に
回転し、三番伝えかな６２に噛合した角穴車１６がＦ１方向に回転して、香箱真１５を介
してぜんまい１２を巻上げる。
【００７０】
　一方、回転錘２２がＣ２方向に回転ないし回動される場合、回転錘かな２５のＣ２方向
回転に応じて、これに噛合した一番仲介車２６がＦ２方向に回転され、該車２６に歯車部
３１Ｂで噛合した切換伝え車３０ＢがＦ１方向に回転され、ラチェット車部４１で該車３
０Ｂのクラッチ車部３２Ｂに係合される一番伝え車４０がＦ２方向に回転される。一番伝
え車４０のＦ２方向回転は、上述の場合と同様に、二番伝え車５０及び三番伝え車６０を
介して角穴車１６に伝達されて、ぜんまい１２が巻上げられる。
【００７１】
　なお、回転錘２２ないし回転錘かな２５がＣ２方向に回転される場合、歯車部３１Ａで
該かな２５に噛合した切換伝え車３０ＡがＦ２方向に回転されるので、その板ばね状突起
部３４Ａがラチェット歯部４２から逃げるから、切換伝え車３０Ａは、図５の（ｂ）に示
したように、一番伝え車４０を回転させることなく、自由回転する。
【００７２】
　以上のとおり、この自動巻機構２０では、回転錘２２のＣ１，Ｃ２方向の回転ないし回
動に応じて、いずれの場合にも、車３０Ａ，４０，５０，６０，１６又は車２６，３０Ｂ
，４０，５０，６０，１６を経由して、ぜんまい１２が巻上げられる。ここで、この自動
巻機構２０では、図７の（ａ）及び（ｂ）に示したような揺動する歯車支持体ないしレバ
ー１１５を要せず、また、図７の（ｃ）及び（ｄ）に示したようなつめ１２５，１２６を
要しない。従って、これらの従来の自動巻機構１０１，１０２と比較して、構造が単純化
（簡単化）され且つ部品点数が最低限に抑えられ得るから、耐久性や信頼性が高められ得
、コストの低減も図られ得る。また、構造が簡単で部品点数が少なく各部品が一体部品か
らなるので、その厚さやサイズが最低限に抑えられ得る。従って、自動巻機構２０は、薄
型化及び小型化（省スペース）が図られ得、自動巻時計１が薄型化され得る。更に、この
自動巻機構２０は、相互に係合可能な輪列からなり揺動レバーを要しないから、巻上げ性
能が姿勢差に依存しないので、使用環境によらず巻上げが行われ得る。
【００７３】
　なお、自動巻機構が回転錘２２の両方向の回転に応じてぜんまい１２を巻上げる代わり
に、回転錘２２の一方向のみの回転に応じてぜんまい１２を巻上げるようになっていても
よい。その場合、仲介車２６及び第二の一方向回転クラッチ車としての切換伝え車３０Ｂ
は省かれる。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
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【図１】本発明の好ましい一実施例の一方向回転クラッチ車を備えた本発明の好ましい一
実施例の自動巻機構を有する本発明の好ましい一実施例の自動巻時計の平面説明図。
【図２】回転錘の回転が図１の自動巻機構の二つの一方向回転クラッチ車のうち一方の一
方向回転クラッチ車を介してぜんまいに伝達される状況を示した図１の自動巻時計の断面
説明図。
【図３】回転錘の回転が図１の自動巻機構の二つの一方向回転クラッチ車のうち他方の一
方向回転クラッチ車を介してぜんまいに伝達される状況を示した図１の自動巻時計の断面
説明図。
【図４】図１の一方向回転クラッチ車の構成を説明したもので、（ａ）は該一方向回転ク
ラッチ車の断面説明図、（ｂ）は該一方向回転クラッチ車の変形例の断面説明図。
【図５】図１の自動巻機構の一方向回転クラッチ車とつめ車としての一番伝え車との関係
を示したもので、（ａ）は一方向回転クラッチ車の一方向回転により一番伝え車が回転さ
れる状況を示した拡大平面説明図、（ｂ）は一番伝え車に回転を伝達することなく一方向
回転クラッチ車が反対方向に回転にする状況を示した拡大平面説明図。
【図６】図１の自動巻機構の一方向回転クラッチ車とつめ車としての一番伝え車との関係
を示したもので、（ａ）は一方向回転クラッチ車が一方向に回転され始めた状態を示した
平面説明図、（ｂ）は一方向回転クラッチ車の一方向回転がその板ばね状突起部を介して
一番伝え車のつめ部に伝達され始める状態を示した平面説明図、（ｃ）は一方向回転クラ
ッチ車の一方向回転が一つの板ばね状突起部を介して一番伝え車の一つのつめ部に伝達さ
れる状態が終了する直前の状況を示した平面説明図、（ｄ）は一方向回転クラッチ車の一
方向回転に伴い該一方向回転クラッチ車の次の板ばね状突起部が一番伝え車の次のつめ部
に係合する状況を示した平面説明図。
【図７】従来の自動巻機構を示したもので、（ａ）及び（ｂ）は揺動する支持体（レバー
）を備えるタイプの従来の自動巻機構の動作を説明するための説明図、（ｃ）及び（ｄ）
は揺動するつめを備えるタイプの従来の自動巻機構の動作を説明するための説明図
【符号の説明】
【００７５】
　１　自動巻時計
　２　地板
１０　香箱
１２　ぜんまい
１３　香箱車
１４　香箱受
１５　香箱真
１６　角穴車
１７　こはぜ
２０　自動巻機構
２１　三番受
２２　回転錘
２３　回転重錘
２４　回転錐体
２５　回転錘かな
３０，３０Ａ，３０Ｂ　切換伝え車（一方向回転クラッチ車）
３１，３１Ａ，３１Ｂ　歯車部
３２，３２Ａ，３２Ｂ　クラッチ車本体部
３３，３３Ａ，３３Ｂ　ディスク状本体部
３４，３４Ａ，３４Ｂ　板ばね状突起部
３５，３５Ａ，３５Ｂ　円板状本体部
３６　辺
３７　基端
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３８　端部
３９　先端
４０　一番伝え車
４１　ラチェット歯（つめ）
４２　ラチェット車部（つめ車部）
４３　一番伝えかな
５０　二番伝え車
５１　二番伝え歯車部
５２　二番伝えかな部
６０　三番伝え車
６１　三番伝え歯車部
６２　三番伝えかな部
７１，７３　円筒状突起部（軸部）
７２，７４　円筒状穴部
９１　時針
９２　分針
９３　秒針
９４　筒車
９５　分車
９６　四番車
Ｃ，Ｄ，Ｇ　回転中心軸線
Ｃ１，Ｃ２，Ｆ１，Ｆ２　回転方向
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